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6 月 2 日（日）、青島大学で開催した大学合
同日本留学説明会（主催：希平会、在青島日本
国総領事館）において、在青島日本国総領事館
の平木場総領事にご出席いただき、日本留学を
希望する大勢の中国人学生の前で、流暢な中国
語で次のようなご挨拶をいただきました。
「留学は、研究にとって絶好の機会であり、国
民間の相互理解のためにも極めて有意義なもの
であります。
今日は多くの日本の大学の担当者と大使館留

学アドバイザーが来ていますので、日本留学に
興味のある学生の方は、この場で情報を入手し
て頂きたいと思います。多大なご尽力をいただ

いた青島大学に感謝いたします。」
平木場総領事は着任以来、日本と山東省との

関係の発展、相互理解の促進のためにご尽力さ
れていらっしゃいます。文化・教育の面では、
山東省の大学関係者、日本への留学経験者の方々
とのネットワークを大切にされ、日本留学を希
望する学生への情報提供などにも積極的に取り
組んでこられました。今回の大学合同日本留学
説明会も、総領事館側から開催のお申し出をい
ただき開催に至ったものです。
　JSPS 北京研究連絡センターでは、現在の

山東省における文化・教育面での日中交流につ
いて、平木場総領事にお話を伺いました。

在青島日本国総領事に聞く
～日本留学を望む学生を取り巻く環境～
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和田センター長（左）と平木場総領事（右）
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JSPS：総領事ご就任以来、山東省地域における日中の文
化・教育活動にはどのように取り組んでこられましたか？
平木場：在青島日本国総領事館（以下「総領事館」）は、中
国における６番目の総領事館として 2009年 1月 1日に開
設されました。総領事館の主な業務は在留邦人の皆様の援
護や手続等、ビザの発給に係ること等になります。文化・
教育については、昨年 8月に館員を一名増員したところで、
これまでも活動を行ってきていますが、これからさらに充
実させていきたいと考えている分野です。今年は青島市内
の大学において日本映画上映会を開催するなど、日本の文
化を広く知っていただきたいと考えています。
日本留学を希望する大学生に対しての留学説明会は、総

領事館として関わるのは今回が初めてとなります。
日本政府が打ち出した「留学生 30万人計画」実現のた

めには、日本の関係機関と総領事館などの現地にある機関
が協力して積極的に中国の留学状況を調査していくこと
も重要と考えています。総領事館と日本の大学はこれまで
あまり接点が多くありませんでした。今回の留学説明会を
きっかけに、日本の大学と連携して PR活動などを行って
いければと考えています。

JSPS：青島市は日本人によく知られた都市ですが、「日本
への留学を希望する学生も多いのでしょうか？
平木場：日本への留学を希望する学生や、日本が好きだと
いう学生も多くいます。日本のアニメやテレビドラマを見
ることから日本語の勉強を始めたという学生が多いです。
山東省では日中の文化交流行事はあまり多くはありませ
ん。日本のことをよく知らない、という方も多くいます。
大学の先生方にお話を伺うと、日本への留学を希望する

学生の数は多くいるのですが、「行きたくても行けない」学
生も多いというのです。

JSPS：「行きたくても行けない」理由はどういったところ
にあるのでしょうか？
平木場：経済的な理由、タイミングが合わない、日本語に
自信がない、など様々な理由がありますが、「親からの反対」
という理由もあります。この背景には、日本についてよく

知らないという
ことがあると思
います。日本へ
の留学経験のあ
る大学の先生方
も、日本留学が
どれほど有意義
で、日本での生
活がどれほど安
心であるかを説明しても、なかなか理解してもらえないと
言います。それが、観光でも短期留学でも、一度日本を訪
れるとそれまでの印象が大きく変わり、多くの人が日本を
好きになる、というのです。日本をもっと知ってもらうこ
とが重要であると思います。
今回のように、日本の複数の大学が一堂に会する留学説

明会は、学生にとって一度に多くの情報を収集できる機会
でもありますし、直接大学の担当者から話を聞くことで、
少なからずある不安を解消できるきっかけにもなるはずで
す。このような PR活動を今後も継続し、日中の交流をさ
らに深めていきたいと考えています。

2010年　在上海日本国総領事館首席領事
2011年　在青島日本国総領事館総領事就任

ひらこば　ひろと
平木場弘人

略  歴

昨年の日中情勢の悪化以降、大学合同日本留学説明
会の実現に際しては関係者によるご協力がこれまで以
上に重要となっています。今回の青島大学での説明会
の実現に際しては青島大学日本語学科の先生方を中心
に、在青島日本国総領事館の皆様に多大なるご支援を
いただきました。この場をお借りしてお礼をしたいと
思います。情勢はまだまだ好転の兆しを見せない中、
各地における日本との交流を求める声が多くあがって
おります。困難な状況であっても、そうした声になん
とか応えようとする熱意が今回の総領事とのインタ
ビュー、日本側関係者と中国側との関係者との情報交
換会を通じて伝わってきました。JSPS 北京研究連絡
センターではそうした熱意ある関係者同士の交流を深
める一端を担うべく今後も活動してまいりますので、
ご支援方よろしくお願いいたします。
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